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　はじめに
　看護教育とは、1）田中は、　「変化する医療に適切に
対応できる看護婦を育てることである。」と述べてい
る。その教育の1っに臨地実習（旧臨床実習）がある。
それについて、2）原は、　「講義や学内における模擬実
習では学習できない部分、及び教育効果が十分望あな
い部分の学習を担う教科」と述べており、重要な位置
を占めている。
　しかし、実状は、慢性的看護婦不足、スタッフの教
育過程及び経験の違い、増加する診療の介助等の問題
があり、十分な指導ができていないように思われる。
そこを卒業した学生は、4月には、すぐ1人前の看護
婦として働かなければならない現状がある。だから、
充実した新人教育が成されれば、より良い看護婦の育
成につながることは言うまでもない。加えて臨地実習
から卒業後の教育迄、継続性のある指導を行えば、教
育効果も増すと考えられる。
　今回、厚生省から20年ぶりのカリキュラム改正で、
看護婦等学校教育課程の実習時間が、735時間短縮と発
表されている。これに伴い臨床で、疾患・看護に対し、
深い知識の補足が必要となってきた。
　当病棟では、昭和63年に新人オリエンテーションチ
ェックリストを作成し、活用してきたが、現状に合わ
せて、追加、修正する必要が生じた為、指導案を作成
した。内容は、新人教育のみならず学生にも活用でき
るものとした。その作成過程を報告し、皆様の御意見、
御指導を仰いで教育の向上を図りたいと思う。
経過
表1～5の通りである。
　おわりに
　カリキュラム改正に伴い、当病棟でも新人教育につ
いて検討された。そこで、新カリキュラムの特徴、看
護学校の目的、目標・当院の教育目標等を加味した指
導案が作成された。しかし、それを実践でどう活用し
ていくかは、検討中であり、内容も充分吟味されてい
ない。
　今後は、旧カリキュラムで学んできた来年度採用者
に試用し、評価しながら活用し、又、新カリキュラム
で学んでいる学生に試用し卒後教育へとつながるよう
な指導案にしていきたい。
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表1 指導案作成までの過程
表2
　　〈理想の看護婦さん〉
・白衣の天使になりたいなあ
・資格をもった人になりたいなあ
・人の役に立ちたいなあ
・優しい看護婦さんになりたいなあ
（看護学校）
￥
　　　〈旧カリキュラムの考え方〉
・看護業務は、社会・経済情勢の変化に伴い、質
的・量的に変化するものであるが、その変化に
対応できる看護婦の育成。
・看護概念の拡大に伴う看護教育は、疾患を持っ
た患者のケアから健康上をも含む幅広いもので
ある。
　　　　　　　　　　s
i　　　　＜期待される看護婦像＞　　　　　i
il．専門職として誇りうる社会的評価を受けi
l　るものでりること。　　　　　　　　　　i
i2．国民信頼されるにたる専門知識（サイエi
i　ンス）、技能（アート）を有し、合わせてi
i社会の変化に対応できるよう、自らの研鑛i
i　にっとめること。　　　　　　　　　　i
i3．患者の心理について、人間として感性高i
i　く受容できる資質をもち、患者あるいは住i
i　民のもっている問題解決のための方法などi
i　を的確に判断でき、それに適切に応えられi
i　る力をもっていること。　　　　　　　　i
i4．多くの職種と協力しながら、患者が快適i
｝　な療養生活ができるよう調整役、良きリーi
i　ダーシップが発揮できること。　　　　　i
　　　　　　　　　　尋
　　　く新カリキュラムの考え方〉
・ゆとりある教育が行えるよう配慮。
・高齢化社会に向けて老人に対応できるよう、継
続看護や在宅看護ができるよう配慮する。
・包括医療にも対応できるよう、病院の医療のみ
でなく疾病予防から健康教育、リハビリテーシ
　ョンに至る迄の基礎的な知識を重視する。
・実習については、校内実習や演習等は講義の時
間に含めることとし、直接患者に接する実習
　（臨地実習）とする。
　〈旧カリキュラムの当学校教育目的〉
・豊かな人間形成を目指すと共に、看護に必要な
基礎的知識・技術・態度を育成し、社会の要請
に対応して、健康上の問題を解決する能力を養
う。
一一@81　一
〈目標＞
1．豊かな人間性を養う。
2．人間を総合的に理解し、健康のあらゆるレベ
　ルに対応できる基礎的技術を修得し、看護を実
　践する能力を養う。
3．社会の変動と総合保健における役割を認識し
社会に貢献する能力を養う。
4．継続学習していく週間を身につけ自己成長を
　めざす。
　　　　　　　　　　g
　　〈新カリキュラムの当学校教育目的〉
・本校は、自主自学の理念のもとに、豊かな人間
形成を目指し、看護に必要な基礎的知識・技術
　・態度を育て、変化する社会に対応して継続学
　習する能力を養うことを目的とする。
＜目標＞
1．人間を尊重し、基本的欲求と成長発達の側面
から統合的に理解する。
2．社会における看護の役割を認識し、保健医療
　チームの一員として協力する。
3．対象者の基本的欲求充足への看護を展開する。
4．看護の援助関係を発展させるための基礎を学
　ぶ。
5．学習を発展させる方法を身につけ、主体的に
取り組む。
￥
　　　　　　〈年間到達目標＞
1．当病棟における新人指導のマニュアルの作成。
2．日々のケアの質的向上を図る。
3．モジュラー方式と問題志向型の統一に向かっ
て、スタッフ相互で関わりを持つ。
表3（病院） 十
〈平成3年度看護部方針〉
〈目標〉
・個々の看護婦が責任をもって、質の高い看護を
　より効果的に提供する。
1．常に進歩する知識・技術を磨き、患者のニー
　ドを満たせるような援助を心がける。
2．個人を重んじた個別ケアーを充実する。
3．チームの連携を密にして、統合された看護を
継続する。
＜教育目標＞
1．昨年に引き続き、質の高い看護を目指す教育
展開をする。
2．中央に於げる現任集中教育と各所属の分散教
育の継続に重点を置き、看護実践に向けて学習
を積み、その効果をあげる。
3．看護講座をより多く持ち、看護職員全員が豊
かな知識と感性を養う。
4．各自が研究課題を持ち、継続して取り組み発
展させていく。
　　　〈平成3年度当病棟看護目標〉
・専門職人としての役割と責任を自覚し、患者中
心の看護を実践する。
表4
　　　　〈新人看護婦の現状〉
・看護診断する時、判断ができない。
・手術前後の一般的経過がわからない。
・手術後の安静が教科書と違う。
・全麻患者が翌日から食事できるとは思わなかっ
た。
・化学療法は、病院で頻繁に行われているが、学
校では詳しく学習しなかった。
・手術患者や長期入院患者の精神的援助法がわか
らない。
・ME機器の取り扱いがわからない。
・データの正常値が覚えきれない。
　　　　　〈各病院の現状〉
・医療の場が、より専門分化し、それに伴って高
度な能力を有する看護婦が必要とされている。
・各病院、院内教育は充実されているが、各科の
特殊性がたりない。
・看護婦の経験年数により、看護の質が違う。
・背景の異なるいくつかの他校の卒業生を採用す
る為に、知識・技術のレベルが統一されていな
い。
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